
 【2021年10月 From Kobe】  

    常に現場に立ち、自分の眼で確かめ、権威におもねず、攻められる側に身を置く視点  

             「現場・人間主義」を貫いた巨星 

 「経済評論家 内橋克人氏 逝去」の訃報に接して 懐い出すままに 

                                   2021.9.5.  Mutsu Nakanishi 

 
高度成長期の行き過ぎた社会・経済をいつも現場・人間主義の視点で その行き過ぎに警鐘を鳴らし続けた 
経済評論家。 内橋克人さんが9月1日逝去ょされたと5日朝の神戸新聞一面に大きく掲載された。 

私にとっては 面識はありませんが、忘れてはならぬ人の一人。 

穏やかな語り口で、その時期➗時代に応じ経て ゆっくりわかりやすく語り 

かけ、「今 なにをなすべきか・・・」と教えてもらった珠玉の言葉の数々。 私にはすっと頭に・・・・。 

 

ややもすれば、体制批判や中央・リーダー層のゆきすぎをに警鐘を鳴らす視点から、中央からは遠ざけられて 

きたが、その視点・まなざしは常にブレることなく、真正面 ポイントをつく。 

その提言は 現在のポストコロナの新しい時代の幕開けにも一層輝きを増ている。本当に惜しい人だった。  

中央で働いてほしかったなぁ・・・・と。 

私にとっては会サラリーマンの壮年期 最も影響を受けた人の一人かもしれません。 

高度成長期の製造現場の技術屋たちを取り上げた「匠の時代」の著作に出会ったのが最初、 

単に脚光を浴びる成功物語として描くのではなく、現場で奮闘する技術屋ひとりひとりの姿にまで、目を向けて 

困難に立ち向かってゆく技術者の姿・そしてその姿勢に共感しつつ、教えられることが多かった。 



内橋克人氏が神戸の人で神戸新聞の記者が出発点だったことを知ったのはずっと後年ですが、其の時々目にする 

評論やラジオから流れる言葉一つ一つにうなずき、楽しみだった。 

毎朝6時40分NHKラジオのニュース番組▽マイ！Bizにスイッチを入れ、今日の出演者は???と。 

内橋克人氏の評論が聞けると其の日はラッキー。 ラジオから流れる一つ一つの静かな言葉に頷くのが楽しみ 

でした。 

私のホームページの「神戸便り From Kobe 」にも勝手ながら、何度も登場してもらって紹介してきました。 

いま 振り返ると高度成長期から現在まで、悩んだときの道しるべ  随分世話になってるなぁ・・・。 

やさしさがほとばしる新聞に掲載された写真のお姿 ほんとうにありがとう  

はただ安らかに天国で憩われますよう  合掌 

   2021.9.5.  From Kobe   Mutsu Nakanishi  

 



前記の文を書きながら、私のホームページ「和鉄の道・Iron Road -神戸便り from Kobe」に掲載紹介してき 

た内橋克人氏の記事をもう一度読み返しました。 

今も変わらぬ輝きのある内橋克人氏の評論・言葉。 

バラバラに掲載していましたので、主要記事をリストアップ。 

このコロナ禍の中 時代が大きく変わろうとしている日本の社会・経済 

みなさまにとっても参考になればとリストアップしました。 

 

 

         和鉄の道・Iron Road  - 2012年の初めにより  内橋克人氏「100年後へのメッセージ」   

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/2012nengakobe.pdf

   

    
 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/2012nengakobe.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/2012nengakobe.pdf


    ホームページ「和鉄の道・Iron Road - from Kobe」に掲載紹介してきた内橋克人氏の記事リスト        

 

◎和鉄の道・Iron Road  - 2012年の初めにより  

   内橋克人氏「100年後へのメッセージ」 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/2012nengakobe.pdf 

  ◎和鉄の道・Iron Road  From Kobe 2012年1月  

    厳しさを力に  経済評論家 内橋克人氏１００年インタビューに共感して by Mutsu Nakanishi 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012mutsu/fkobe1201.pdf 

  参考添付  内橋克人 NHK BS 2011.12.18. 放送 「内橋克人 １００年インタビュー 」 視聴メモ                                  

   ◎和鉄の道・Iron Road    From Kobe 2013年8月より 

    あまりに多い「想定外・経験したことがない」の風潮 

   NHK朝一番 ビジネス展望 内橋克人氏の解説を紹介 

  創造性の欠如した今の時代に異常気象にだまし絵をダブらせ今一番自分 にすっと入る     

 https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013mutsu/fkobe1308.pdf 

 ◎和鉄の道・Iron Road From Kobe 2013年9月より 

  新書 藻谷浩介・NHK広島取材班「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」の紹介 

  今 日本で一番求められている地域を元気にする 

 日本再生への道「里山資本主義 & 内橋克人氏の提案する地域自立自給経済圏」創設の実践 

 https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013mutsu/fkobe1309.pdf 

  ◎和鉄の道・Iron Road    From Kobe 2018年12月より 

  日本の行く先がおもいやられる師走 数が頼りの薄っぺらな社会からの脱出へ 若者たちへの思いが募る  

 こんな思いを代弁して、神戸新聞 内橋克人氏ほかの評論にも 

 https://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812uchihashi.pdf 
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https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012mutsu/fkobe1201.pdf
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https://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812uchihashi.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812uchihashi.pdf


 

 

 

     経済評論家 内橋 克人氏の経歴（1932年7月2日 生まれ ）。 

   兵庫県神戸市生まれ。兵庫県立星陵高等学校、神戸商科大学（現兵庫県立大学）商経学部卒業。神戸新聞記者

を経て、1967年よりフリーとなる。 

日本の高度経済成長を支えた現場の技術者たちを活写した『匠の時代』で脚光を浴び、一方で『「技術一流国」

ニッポンの神話』において技術立国で向かうところ敵なしと言われていた日本経済が大量生産・大量消費を

前提とした量産効果に依存しているという弱点を抱えていることを指摘。主流の技術評論家や経済評論家の

楽観論を批判した。また、バブル崩壊後もよく唱えられている「改革」が剥き出しの市場原理主義に則って

いて社会的費用を弱者に転嫁しかねないと指摘、アメリカ流の聖域なき構造改革に厳しく警鐘を鳴らし、そ

の対抗思潮をいち早く展開した。 



   参考 インターネットで見つけた 内橋克人氏のメッセージと著作抜粋リスト  

       

    現代の日本人に切々と訴えかけた 内橋 克人氏の「１００年後へのメッセージ」 

        ＮＨＫ.ＢＳプレミアム ２０１１年１２月１８日（日）放送  

   日本人は賢さを伴った勇気を持って行動しよう！ - るいネット (rui.jp)  2011/12/19 より 

      http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=259697 より採取採録 

        番組のエンディングでは、お一人で視聴者に切々と語り掛け、心のそこからの訴えでした 

○「日本人は一人一人が考え、しかっりと自分の足で立つことが出来なければ１００年後も変わらない」 

○「戦前、戦後、お上に寄って立つ考えは変わっていない」 

○「人間が紙くずのように捨てられる今の社会を変えなければいけない」 

○「市場原理至上主義経済から人間が主語である経済社会に変えなければいけない」 

○「日本人には賢さを伴った勇気が必要」 

 

内橋克人氏が出版されている著書 <1>  出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』より抜粋 

  『原発への警鐘（講談社文庫）』は１９８６年 

『「会社本位主義」をどう超える新しい企業社会のパラダイム』は１９９２年 

『隗より始めよ(カッパ・ホームス) 日本企業の生存条件』 は１９９２年 

『破綻か再生か日本経済への緊急提言』は１９９４年 

『共生の大地（岩波新書） 新しい経済がはじまる』は１９９５年 

『経済学は誰のためにあるのか市場原理至上主義批判』は１９９７年 

『規制緩和という悪夢』は２００１年 

『「人間復興」の経済を目指して』は２００２年 

『「共生経済」が始まる（NHK人間講座） 競争原理を超えて』は２００５年 

『共生経済が始まる 世界恐慌を生き抜く道』は２００９年 

いち早く新しい時代への提言を書かれています。 

 

   参考 著書一部抜粋 <2>  上記<1>のリストと一部重複しています 

『共生経済が始まる 世界恐慌を生き抜く道』内橋克人 朝日新聞出版 2009/3   

『〈節度の経済学〉の時代（朝日文庫） 階層化社会に抗して』内橋克人 朝日新聞 2006/05  

   『「共生経済」が始まる（NHK人間講座」 競争原理を超えて』内橋克人 日本放送出版協会 2005/02   

『「人間復興」の経済を目指して(朝日文庫)』城山三郎/内橋克人 朝日新聞（城山三郎と対談） 2004/10   

『〈節度の経済学〉の時代市場競争至上主義を超えて』内橋克人 朝日新聞 2003/12 I 

『「人間復興」の経済を目指して』城山三郎/内橋克人 朝日新聞 2002/05 I 

    『規制緩和という悪夢（文春文庫）』内橋克人/グループ2001 文藝春秋 2002/01 

    『破綻か再生か(講談社文庫) 日本経済への緊急提言』内橋克人 講談社 2001/11  

    『経済学は誰のためにあるのか市場原理至上主義批判』内橋克人 岩波書店 1997/07 

    『規制緩和という悪夢』内橋克人/グループ2001 文藝春秋 

    『共生の大地（岩波新書） 新しい経済がはじまる』内橋克人 岩波書店 1995/03 

    『破綻か再生か日本経済への緊急提言』内橋克人 文藝春秋 1994/02 

    『隗より始めよ(カッパ・ホームス） 日本企業の生存条件』内橋克人 光文社 1993/11 

『「会社本位主義」をどう超える新しい企業社会のパラダイム』内橋克人 東洋経済新報社 1992/06  

『原発への警鐘（講談社文庫）』内橋克人 講談社 1986/09  

    『新・匠の時代（インターフェロンから核融合まで） 2』内橋克人 サンケイ 1982/02 

『新・匠の時代（「生命の海」を拓く） 1』内橋克人 サンケイ 1980/09 

http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=259697
http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=259697　


【 From Kobe 2012 年1 月 】 

2012 年のはじめに 厳しさを力に            by Mutsu Nakanishi 

 2012年が平和で穏やかな年であるように願っています 

        
被災地だけでなく 日本の疲弊がますます露わに 人間復興・社会基盤の復興の両立を 

「日本人気質の奥にある頂点同調・熱狂的な等質化から脱して 新しい日本作りに踏み出そう 

    もう 気がつこう マスコミが騒ぎ立てる働かせる側の論理から働く人の論理へ 

          国際マネー主義から脱して 市場主語から人間主語へ  

                      2011年12月18日 NHK BS 内橋克人 100年インタビューより 

   

急激な高齢化社会が進む中 米国を中心とした体制の中で 国際マネーと市場経済に翻弄され続けた一年。  

地方は疲弊し、政府は膨大な財政赤字に手を打てないまま、雇用不安と年金問題も深刻さを増す。 

そんな閉塞感漂う日本に、東日本大震災と原発事故が追い討ちをかけ、後半には超円高がさらに不況と雇用不安を増す。 

また、行き着くところまで来た破綻状態の財政赤字が先行き経済に大きくのしかかり、社会全体を揺さぶり続けている。 

稚拙な政治は相変わらず、財界・金融と中央中心 人よりも市場・企業相手では難局克服の道が見えない。 

 「日本だけでなく 世界はどこも同じ????」と信じていたが、ふと気がつくと 景気のよい新興アジア諸国ばかりでなく 

 ヨーロッパのドイツ・北欧諸国の好景気 そしてアメリカも景気回復基調にある。 

 「政府やマスコミは一般世論 われわれの感じている社会を代弁している」とはとても思えぬ中にいる。 

何のことはない一番あおりを食っているのは日本。 さらに次は「円」が国際マネーの標的になる可能性があるという。 

他人事のように思っていた非現実の厳しい現実が自分の目の前にひろがり、呆然と立ちすくんで、 

ふと気がつけば、弱者の群れの中にいる自分。 そんな格差社会が猛烈な勢いの中でひろがっている。 

そんな現実が被災地に浮き彫りされている。 社会の荒波の中にただ流されてゆくのみか・・・・・。 

考えて見れば、日ごろ見るテレビの中に広がる世界の薄っぺらなこと 何の理念も持たず、考える道筋すら放棄。 

経済評論家内橋克人氏が警鐘を鳴らす「頂点同調主義・熱狂的な等質化」をあおっているだけではないのか・・と。 

今年は この現実をなんとしても みんなで乗り越えてゆかねばならぬ厳しい一年である。 

一番活力のあった「高度成長の時代」の中核を担い、今度は急速に進行する老齢化社会の中心にいる私たち団塊の世代には、

「本当に今の社会が腑に落ちない」「どこで どうボタンを掛け間違えたのか」 

「でも なんとか 方策はないのか・・」と考えるのですが、「マスコミや政治の説く対応に対抗できる知恵を持ち合わせて

いない」のが悔しい。 

 

昨年12月18日NHK BS で 「匠の時代」の著者 経済評論家 内橋克人氏の「100年インタビュー 」放送があった。 

常々朝のNHKラジオ 朝一番「ビジネス展望」の番組で 常に社会弱者に眼を向けつつ、現在の経済・社会矛盾をわかりやす

く解説し、一番自分の考えにあっていると感じている人である。 

約1時間半 戦後から現在まで 国際化の波に現れながら成長してきた日本経済・社会の光と影を時代を追って、本当にわか

りやすく丁寧に解説指摘し、今これから われわれは何をすべきか・・・日本の未来に何が必要か・・・を提言。 

テレビにかじりついて1時間 画面に移される図にデジカメを向け、メモを取りながら見入っていました。  

 

決して高ぶらず、穏やかな語り口ながら、今の社会への強い怒りと悲しみが渦巻き、声を詰まらせ、日本や世界の現実への警鐘

や将来のあり方を視聴者に切々と語り掛けた。 

私には「我  々 団塊の世代が抱いてきた『生き方への疑問』に丁寧に答えてもらった」という気でいっぱいでした。 

睦夫
スタンプ



最近 一番感激したインタビュー 経済番組でした。 

 

放送前 何度か「100年インタビュー」の宣伝を見ましたので、通常のNHK番組のごとく 再放送があるかと思ったのですが、 

いまだに 再放送のスケジュールなし。意図的な何かがあるのかも・・・・・ 

内橋克人氏 ＮＨＫ.ＢＳプレミアム 「１００年インタビュー」２０１１年１２月１８日（日） 

             現代の日本人に切々と訴えかけた１００年後へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組を見てもらうのが筋なのですが、再放送がないので、内橋克人氏の思いを収めた私のデジカメ画像とメモをそのまま掲載

させていただき、本年 年始め 一年を送るいましめとしたいと思っています。 

皆様にはいかが映るでしょうか・・・・・ 

下記は 1. 規制緩和と市場主義がもたらした企業収益の分配構造の変化 と2.今後の日本がとるべき道 

一番私が知りたかった事の図面で、日本全国を本当にギスギスした本当に厳しい社会に変質させてしまった。 

当時 財界・金融に迎合した政権の責任は思い。 

以下 私の 2011年12月 NHK BS 「内橋克人 100年インタビュー」の受け止めのまとめです。 

 

1. 1900 年代後半以降 国際競争・市場主義と規制緩和 が「働く」をどう変えたか   

国際マネー資本主義経済に翻弄される日本が浮き彫りに 

                激烈な競争の導入と格差の増大   企業・金融は国家を超えてゆく 

国益と国民益の乖離 

 

   

○ 「日本人は一人一人が考え、しかっりと自分の足で立つことが出来なければ１００年後も変わらない」 

○ 「戦前、戦後、お上に寄って立つ考えは変わっていない ・ 頂点同調主義・熱狂的な等質化」  

○ 「人間が紙くずのように捨てられる今の社会を変えなければいけない」 

○ 「市場原理至上主義経済から人間が主語である経済社会に変えなければいけない」 

○「日本人には賢さを伴った勇気が必要」 

るいネット 勝寛舟氏 (徳島 ）のまとめ  日本人は賢さを伴った勇気を持って行動しよう！ 

  http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=259697 



経済成長期からずっと日本経済を支えてきた「富める者が富めば、貧しい者にも自然に富が浸透（トリクルダウン）する」とす

る「トリクルダウン効果」の枠組みは 1990年後半から完全に崩れ去っている。2000 年以降企業収益は国民に還元されず、海外

へ流出している。国際企業の原理からは至極当然である。 

したがって、国際競争力・市場主義を楯に企業・金融優遇の政策では日本国民の生活は安定化しないし、国・国民の復興はなし

えない。企業は国境を超え成長 収益は株主・外国人投資家に。国益と国民益の乖離がいちじるしい。 

努力しても報われない社会 一人の勝者のために９９人が敗者の社会が進行しつつあることに強い怒り。 

今 頂点同調では生活は守れない 自らの声を挙げよう 

 

  2. もうひとつの経済学「理念型経済学 -市場主語から国民主語の経済-」の提唱 

矛盾を解決することで、成長を生むことで「マネー資本主義に対抗する経済  

 これらの自立・自給がないと 国際マネーの餌食となる 

国際企業・金融依存から脱し、日本の社会の自己矛盾の源 食糧・エネルギー・高齢化〔介護・医療〕の分野で 

 FEC 自立・自給圏経済 を構築してゆく以外に、新しい日本の道はない。 

 
● 自給自立型農業の構築   「ゆず」栽培から加工で３０億円規模に成長した高知県馬路村 

● 自然・再生エネルギーでエネルギーの自立 

自給率数パーセントが市民共同発電など自然・再生可能エネルギーで自給率２００パーセントを達成したデンマーク 

● 地域住民による自給・自立の介護の機構    介護・医療は今やビジネス構築の必要な先端産業 

   被災した釜石には自給圏構築が芽生えている 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 この内橋克人さんの話 震災を受けた東北の復興には町の核となる 神社と寺 そして文化(祭り?)の整備が欠かせないという「東

北学」の赤坂憲雄氏の話 そして私のよく使う 「縄文帰り –縄文人の知恵-」の話と根は一緒だと感じています。 

● 頂点同調から脱して声をあげよう 

● 賢さを伴った勇気を 

市場主語から国民主語の自給圏経済構築へ 



 

   
 

 



 参考  内橋克人 NHK BS 2011.12.18. 放送   

「内橋克人 １００年インタビュー 」  視聴メモ by Mutsu Nakanishi 

 

 

 

 



 

 

 



 〔参考〕 NHK100年インタビューと同じ論旨の記事が 2012.1.8.朝日新聞に掲載されました 

 



【【【【From Kobe  2013From Kobe  2013From Kobe  2013From Kobe  2013 年年年年 8888 月月月月    】】】】    

ひまわりの夏の便り    

 

あまりにあまりにあまりにあまりに多多多多いいいい「「「「想定外想定外想定外想定外・・・・経験経験経験経験したことがないしたことがないしたことがないしたことがない」」」」のののの風潮風潮風潮風潮    

「「「「NHKNHKNHKNHK 朝一番朝一番朝一番朝一番    ビジネスビジネスビジネスビジネス展望展望展望展望    内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの『『『『働働働働きききき方方方方のののの多様化多様化多様化多様化とはとはとはとは何何何何かかかか』』』』解説解説解説解説」」」」をををを紹介紹介紹介紹介    

   日本社会全体日本社会全体日本社会全体日本社会全体にににに言葉言葉言葉言葉とはうらはらとはうらはらとはうらはらとはうらはら    創造性創造性創造性創造性のないのないのないのない時代時代時代時代    異常気象異常気象異常気象異常気象にだましにだましにだましにだまし絵絵絵絵ををををダブダブダブダブらせてらせてらせてらせて        

                                                                2013.8.1.2013.8.1.2013.8.1.2013.8.1.    by  Mutsu Nakanishi from Kobeby  Mutsu Nakanishi from Kobeby  Mutsu Nakanishi from Kobeby  Mutsu Nakanishi from Kobe    

一枚の絵が眺める人の心理状態によって 幾通りかの絵に見える絵を「だまし絵」といい、何回がこのだまし絵につい

て触れたことがある。 「即物的に見た」といっても その見た人の心理状態によって、見えているものの危うさによ

く注意せねばならぬと。 

先日 高校時代の仲間が自分の研究中の「哲学」についての著書を送ってくれたのですが、そんな難しい本など歯がた

たぬだろうなぁ・・・・と気楽に読みはじめたのですが、面白い。 

「哲学」「心」というのは、「本能」といった一面的なものでなく 人が生きてきた過程の中で 

 それぞれが作り上げたもの。したがって、「日本人の心」・「日本人の哲学」といっても 複層 

的なものとして捕らえるべきものだと。欧米の人の考え方も同じだ。  

このことを頭に入れて思考することが大切と繰り返し数多くの実例を引いて述べられていた。 

難しい内容は別にしてあれあれ・・・と。  

「哲学って 揺るぎのない真理というか 確固たるひとつのもの」と思っていましたが、そんなものか。 

難しいものと思っていましたが、案外私たちの身近な考えの中にあると気楽に思えたのは収穫。 

また、「だまし絵」の見方と一緒やなぁ・・・・・と。 

  

だまし絵をちらつかせての参議院選挙が終わって、自民党の圧勝。 また、政治の向かう価値観の急転が心配になる。  

小泉内閣の規制緩和・国際競争・グローバル化で一般庶民を窮地に追いやった人たちが、ブレーンとして復権し、 声

高にアベノミックスを叫んでいるのにはもう沢山だと。 
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「だまし絵」を知っていて「見抜けなかった」と価値観を転換させた言い訳 言い逃れの隠れ蓑として、あまりにも多

い「想定外」「経験したことがない」との勝手な納得。  

これで物事を済ませてしまう風潮を作り出した人たちでないか・・・・。 

言葉の遊びで切り抜けてしまう創造力の欠如が、数を頼み、「スピ-ドだ グローバルだ」と押し進んでゆく。 

そんな累々とした失敗が、ここ数十年続き、ものづくり日本の遺産も働きもので勤勉な日本人の特質も見失い、格差の

小さい社会ももはや過去のものになってしまって、 そこには理念も信念もないセツナに縛られた弱肉強食の競争社会

まっしぐらである。だまし討ちに会わぬ創造的な社会形成が今ほど必要なときはない。 

「想定外や経験したことがないのは異常気象だけでない」 

社会みんなが、そんな言葉で思考を停止していると思える最近の社会状況。 

親方日の丸・グローバルな大企業や銀行・金融がわれわれの生活を守ってくれるのだろうか・・・・。 

きっちりとしたプログラムを打ちたてて創造的な展開を進めないと日本は益々おかしくなるのではないか・・・・ 

もう楽観的には見ておれぬところでのアベノミックス。「明日はわが身」が迫り来る。  

「だまし絵」発想を打ち破らねば・・・・・。 さしずめ、それを見抜かねば・・・・・と。 

 

そんなおり、7月 16日早朝 ＮＨＫラジオ 朝一番 ビジネス展望 『働き方の多様化とは何か』 

内橋克人さんのビジネス解説 実に明快分かりやすい解説に 私には一番すっと入ってくる話であるになるほどと。 

◎ 多様な働き方・雇用・労働の多様化  「働き方の多様化」と「働かせ方の多様化」は違う  

 ◎ 正社員として働くのは「権利」であって、様々な働き方は働く個人それぞれの都合の「選択」だ。 

「日本ではこれが、ごっちゃにされて 都合よく使われて、今の厳しい社会状況を生んでいる。 

 同じように働いても、正社員と非正社員では、単に賃金格差にとどまらず、雇用保険や福利厚生の手厚さの違い 

など全般的な格差は極めて大きい。正社員以外の働き方が増える事をもって『働き方の多様化』とするような考え方 

が、いかに働く人の現実から遠い議論かが、改めて分かるであろう。」と。 

内橋克人氏は「『職無くば人間の尊厳もない』働くとはすなわち、人間がどう生きるのかという問題である」と説き、  

「 国際競争力をつけるようなグローバル スタンダードが 非正規雇用を増やすことだとの錯覚を 

日本では植えつけられているが、けっしてそんなことはない 」と欧米の具体的な事例をひいて言う。 

◎ 例えば、『オランダモデル』。の例示 

同一労働同一賃金を前提にし、労働時間の長短による差別をなくして、賃金は均等割り。 

均等待遇の上に立った長時間労働を正社員と、短時間労働制社員の2種類しか労働は存在しない。  

まさにだまし絵のなぞ解き いつもながら 私には一番納得できる筋道である。 

 

今や 技術力・ものづくりが群を抜いているなど幻想に過ぎなくなっている日本。 

創造力のない目先だけの金融中心の効率・大量生産・使い捨て経営が日本の物づくり現場を打ち壊してきたのはもう否

定できない事実である。もっとほかにやる道はなかったかと自答するのですが・・・・ 

アベノミックスもまたぞろ そんな反省もないグループの復権に見えて仕方がないのは私だけか??。 

皆さんにはどう見えているでしょうか・・・・いずれにせよ、東京中心主義を脱却して 落ち着いた世に早くなってほ

しいものです。   

参考1 昨年 10月に全国を対象に実施された『今、日本人はどのような環境で働いているのか』調査では 

パート・派遣などの非正規で働く人の数が、2043万人と、初めて2000万人を突破し、雇用全体に 

占める割合も 38.2%、つまりほぼ４割程度に達していると聴く。 

◎ ２０年前に比べると、非正規で働く人の数は、ほぼ 2倍にまで増えている。  

◎ 正社員だった人が転職するとその内40％以上が非正規で働かざるを得なくなっている。  

◎ 25歳～ 34歳の若者層では 、3人に１人以上の人が非正社員である。 

高校や大学を卒業する時の厳しい就職環境を引きずったまま、働き続けざるを得ない。 

 こんな状況で雇用不安を感じない人たちって・・・・どんなグループだろうか・・・ 

政党公約だった非正規雇用をなくす方向は今やどこかで消えてしまっている。これもだまし絵だったのか・・・ 



【【【【参考参考参考参考】】】】    2222000011113333....8888....22223333....    追加追加追加追加            

「「「「心心心心のののの病病病病    会社員会社員会社員会社員 2222 割割割割増増増増    」」」」「「「「心心心心のののの病病病病ににににおおおおびえてびえてびえてびえて働働働働くくくく」」」」  

2013年 8月 22日朝日新聞 大阪朝刊 1面 & 3面記事より 

 

（上記新聞記事の判読できる大きさへの拡大版を下に掲載しています） 

 

***********************    「「「「心心心心のののの病病病病    会社員会社員会社員会社員 2222 割割割割増増増増」  *************** 

 

 



***********************    「「「「心心心心のののの病病病病ににににおおおおびえてびえてびえてびえて働働働働くくくく」  *************** 

 

 

 

 



    From Kobe  2013.9From Kobe  2013.9From Kobe  2013.9From Kobe  2013.9 月月月月            

新書新書新書新書    藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介・・・・NHKNHKNHKNHK 広島取材班広島取材班広島取材班広島取材班    

「「「「里山資本主義里山資本主義里山資本主義里山資本主義––––日本経済日本経済日本経済日本経済はははは『『『『安心安心安心安心のののの原理原理原理原理』』』』でででで動動動動くくくく----」」」」のののの紹介紹介紹介紹介    

 今今今今    日本日本日本日本でででで一番求一番求一番求一番求められているめられているめられているめられている地域地域地域地域をををを元気元気元気元気にするにするにするにする    

日本再生日本再生日本再生日本再生へのへのへのへの道道道道「「「「里山資本主義里山資本主義里山資本主義里山資本主義    & & & & 内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの提案提案提案提案するするするする地域地域地域地域自立自給経済圏自立自給経済圏自立自給経済圏自立自給経済圏」」」」創設創設創設創設のののの実践実践実践実践    

                                                                                                        2013.2013.2013.2013.8888....22225.5.5.5.            BBBByyyy    MutsuMutsuMutsuMutsu    NakanishiNakanishiNakanishiNakanishi    

「今 一番素直に自分の頭に入る」社会・経済論として何度か紹介した経済評論家

内橋克人氏の論。内橋克人氏の提案する「地域自立自給経済圏」と趣旨をほぼ同じ

くする「里山資本主義」の具体的な構築論ならびに着々と推進が進む地域実践例が、

この文庫本「「「「里山里山里山里山資本主義資本主義資本主義資本主義––––日本経済日本経済日本経済日本経済はははは『『『『安心安心安心安心のののの原理原理原理原理』』』』でででで動動動動くくくく----」」」」に記されていまし

たので、ご紹介。 

 

この本では「里山資本主義」の考え方や具体的な実践を「マネー資本主義」と対峙

するのでなく、そのサブシステムとして構築推進することで、疲弊・過疎化から地

方を再生し、日本経済変革の道が提案されています。 

私の一番知りたかった具体的な地域自立自給経済圏の実践例をこの新書 藻谷

浩介・NHK 広島取材班「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で働く-」から、

整理して紹介。 

 

            <<<<<<<<    内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの提案提案提案提案するするするする「「「「地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏」」」」>>>>>>>>    

「グローバリゼーション」「国際競争力」錦の御旗に大企業・大都市圏を中心とした中央集権的な「市場原理主 

義・金融マネー資本主義」「強欲資本主義」に警鐘を鳴らし続け、「市場主義から人間主語へ」の転換を求める 

内橋克人氏。 

日本経済が大量生産・大量消費を前提とした量産効果に依存しているという弱点をいち早く指摘すると共に、 

「改革」が剥き出しの市場原理主義が社会的費用を弱者に転嫁しかねないと、アメリカ流の聖域なき構造改 

革に厳しく警鐘を鳴らし、「マネー資本主義」に対抗する自立自給経済圏の創設を提唱する。 

この自立自給経済圏とは Ｆ（ﾌｰﾄﾞ）Ｅ（ｴﾈﾙｷﾞｰ）Ｃ（ｹｱ）をそれぞれの地域で自給する。 

食糧・エネルギー・介護を含めた人間関係の自給圏を作り、これらを地域における新しい「基幹産業」にまで 

発展させて、地域の活性化を実現しようという考え方である。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本では新政権が発足しても、「アベノミックス」・「TPP」・「原発の推進」など経済対策・東日本大震災復興事業ひとつ

をとっても 中央集権的一辺倒の方向は相も変わらず、いまだに大企業･中央中心的なアメリカ流の「マネー資本」一

辺倒。「実感のある豊かな生活を実現してくれる」との確信を持つ人がどれだけいるだろうか・・・・。 

これら施策の果実を取り込んだごく一部の人を除き、格差は日増しに増大し、地方の疲弊はますます進み、その中身実

                《《《《内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏内橋克人氏のののの提案提案提案提案するするするする自立自給経済自立自給経済自立自給経済自立自給経済のののの創生創生創生創生》》》》    

【【【【from Kobe  2012.1.1. from Kobe  2012.1.1. from Kobe  2012.1.1. from Kobe  2012.1.1.         http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/2012nengakobe.pdf より】】】】 
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態が次々と垣間見えるにつれ、自衛の道を模索しつつも、無責任な楽観主義と社会不安・無力感の間をさまよっている。 

一方、特に震災地域の急速な生活復興や地方疲弊の脱却には 地域内での「マネー循環」が欠かせぬと思えるが、 

ここでも 地域外へのマネー流出を促す中央集権システムが顔を出しているという。 

口で言うのはたやすいが、自立自給経済圏の創設の推進は難しい。なんとか 未来へつながる永続的な推進根業モデ

ルが立ち上がらないと、これも絵に描いた餅になると・・・・・。 

まだ、日本の潮流にはなっていませんが、「マネー資本主義」から脱却した日本再生への新しいアプローチ道 が地

方で始まっていることを記した 新書本 藻谷浩介・NHK 広島取材班「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動

く-」を紹介。ご一読を。 

                     2013.8.25. From Kobe  by Mutsu  Nakanishi   

 

 

          

    

    

    

1111....「「「「里山主義里山主義里山主義里山主義」」」」    （新書「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」表紙横帯より） 

かつて人間が手を入れてきた休眠資産を再利用することで、原価0円からの経済再生、コミュニティ復活を果たす現象。 

安全保障と地域経済の自立をもたらし、不安･不満･不信のスパイラルを超える。危機を超え未来を生む、すり潰されな

い生き方の提案として登場。 

2222....    里山主義里山主義里山主義里山主義によるによるによるによる地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏のののの実践実践実践実践をををを進進進進めるめるめるめる街街街街のののの紹介紹介紹介紹介        

中国山地中国山地中国山地中国山地のののの山深山深山深山深いたたらのいたたらのいたたらのいたたらの郷郷郷郷    岡山県真庭市岡山県真庭市岡山県真庭市岡山県真庭市とととと広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市（（（（西城西城西城西城））））     

「里山資本主義」というネーミングに惹き付けられましたが、中国山地奥深い過疎地 岡山県真庭市やすぐ隣の広島県

庄原市西城での 1.バイオマス発電を中心とした持続的な地域循環システム取組の話や 2.里山の雑木を燃料にした燃

料効率のよい「エコストーブ」が「ストーブ」にとどまらず、原価ゼロの暮らし」のアイデアを次々と生む。 

電気エネルギー消費の抑制や荒れ果てた農地･農業の再利用など地域自立の道を進める話。  

● 真庭市の「バイオマス集積基地化」による地域持続型経済圏の推進 

  真庭市の製材企業から出る「原価ゼロの資源」木屑を燃料ペレットに変えて、バイオマス発電・ 

家庭燃料など熱燃料としてペレットを使うことにより、「発電」「製材」「ペレットボイラー」「ペレ 

ット生産」など地場産業を興す。 

     現在 真庭市の消費エネルギーの11%が木のエネルギーでまかなわれ、この数値はさらに上昇中 

地域の外へ金が流れ出るエネルギー収支が大幅改善し、地域活性化の源になっている。  

● 庄原市西城 燃料効率95%を超える家庭用「エコストーブ」の開発による森林エネルギーによる 

化石エネルギーからの脱却と原価ゼロ資源利用・里山再発見発想の町づくり 

「バイオマス発電だけでは成立しないだろう」・「都会からやってきた人たちの気楽な田舎生活・スローライフの取り組

みがしゃれた空気を街にふきこみはじめたのか・・・」などと懐疑的な目で読み始めたのですがさにあらず。  

ペレット燃料の徹底的な活用。雑木数本で燃焼するエコストーブの高性能ぶりには目を見張る。都市から供給されねば

どうしようもないと思っていたエネルギーがサブシステムとして自立し増加の道をたどっている。 

「原価ゼロの暮らしとして 里山を食い物にしよう」というアピール。 

この地の森林・製材から大量に出てくる原価ゼロ円の木屑などの資源をエネルギー資源に変える実践取り組みや、食料

資源としての里山など、次々と実践アイデアを生みつつ、それが新たな産業・雇用を生んでゆく。 

地域内エネルギー自給をめざす取組を軸に地域自立への道とその仕組みが示されてゆく。 

過疎を逆手にとっての豊かな暮らしへ展開して行く取組が、行政も動かし、地域を変えてゆく。 

外部に頼らずとも、持続的なシステムが着実に地域の中で育ち、地域を自立経済県に変化させ、街を活性化する。 

こんな持続的な地域循環のシステムが過疎地に構築でき、地域を帰られる。それも 誰もが斜陽と思っている森・里山

の資源を軸に・・・。外部からの金･産業・インフラを投入せねば地方の過疎化は食い止められぬとの思い込みが一気

     新書新書新書新書    藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介藻谷浩介・・・・NHKNHKNHKNHK 広島取材班広島取材班広島取材班広島取材班    

「「「「    里山資本主義里山資本主義里山資本主義里山資本主義    ––––日本経済日本経済日本経済日本経済はははは『『『『安心安心安心安心のののの原理原理原理原理』』』』でででで動動動動くくくく----    」」」」    

内容内容内容内容    要約要約要約要約    



に打ち壊され、懐疑的だったのが、吹っ飛んで「こんな継続的なエネルギー地域循環システムができるのだ」と・・・・・。 

 

この本では、これらの実践は「世界経済の最先端」だといい、「この中国山地の奥深い過疎に悩む山郷での実践は突発

的なものでないという。 

江戸時代隆盛を極めたこの中国山地の「たたら製鉄鉄山」では、森･里山の資源を軸とした地域循環型の 

経済圏が100年以上持続して成立していた」ことを指摘する。そして、自立経済圏構築の継続性には 

「エネルギーの化石燃料からの転換」そして、「の森･里山のエネルギー資源の活用」に着目した構築が 

きわめて重要であると説く。 

そういえば たたらの里の森林資源ばかりでなく、砂鉄をとるために切り崩した里山の跡地が牧場・棚田となって、鉄

山とともに地域経済に寄与していったことなども頭に浮かんでくる。 

日本伝統の匠の技術としてしか語られることがなくなった「たたら製鉄」。その仕組みにスポットライトが当てられ、 

21世紀型の新しい日本再生・「地域循環型自立経済圏」の構築実践モデルとして語られているのがうれしい。 

中国山地のたたらの郷 真庭市や庄原市（西城） その地域自立型エネルギーシステム構築を軸とした自立経済圏成功

体験の底に「たたら製鉄 鉄山」があるという。 

3333....    海外海外海外海外にもあるにもあるにもあるにもある里山主義里山主義里山主義里山主義によるによるによるによる地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏地域自立自給経済圏のののの国国国国「「「「オーストリアオーストリアオーストリアオーストリア」」」」    

オーストリアは日本と同じ急峻な山岳地帯を抱える国ながら、機械化された最先端の林業とペレット燃料を徹底利用し

たエネルギー政策に取り組む。 

中でも国境の町・ギュッシング市では 1990 年にエネルギーの脱化石化を宣言し、木質バイオマスによる地域冷暖房や

コジェネレーション発電によりエネルギー自立を実現させている。 

しかし、バイオマス発電・ペレットなどはそもそも 本体の木材利用産業があって、そこからの大量の「原価ゼロ資源

の供給」があってこそ成り立つ。 

真庭・庄原の例にしても、現状「原価ゼロ資源木屑の供給」には限界があり、更なる広域地域経済圏の構築には「原価

ゼロ資源木屑の供給」を可能とする「本体の木材利用」の産業の展開が不可欠。 

国を挙げて「バイオマスによるエネルギー自立」を進めるオーストリアでは鉄筋コンクリートの強度に匹敵する建築木

材として「集成製材」の利用を推進し、積極的に木造高層建築の推進に取り組む。 

直角方向に張り合わせた集成材CLT（クロス・ラミネイティッド・ティンバー）が無類の強度を発揮し、 

オーストリアやイギリスでは CLTを利用した9階建ての木造高層建築物まで登場しているという。 

日本ではセメントが容易に入手できる日本で、今後木材の高層建築物への利用解禁されたとしても 一気に進むかどう

かは未知数ではあるが、鉄筋コンクリ－トに代替できる木材の集成材が登場する時代にもなっている。 

        《《《《「「「「木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマスででででエネルギーエネルギーエネルギーエネルギー自立自立自立自立をををを実現実現実現実現したしたしたしたオーストリアオーストリアオーストリアオーストリア」」」」のののの安定安定安定安定なななな経済経済経済経済    2011201120112011 年年年年》》》》    

・失業率 EUの中で最低の4.2%   ・一人当たりの名目 GDP 49688ドル（世界11位） 

・対国内投資額 前年比3.2倍の 101.6億ユーロ 対外投資額 前年比3.8倍の 219.5億ユーロ 

この安定した経済をささえるのが、里山資本主義。 

国を挙げて木材を徹底活用して経済自立することに取組み、その成果が上記の経済安定につながっている。 

また、「脱原発」を憲法に記している国でもある。 

日本では斜陽とみなされる林業・製材業には大型の先端機械設備などの先端技術が導入され、最新技術が支える先端産

業となり、材木関連産業は今や国の重要な輸出産業。都市には木造の高層ビル建設が進み、街には バイオマス発電の

電気も併用供給され、家庭には熱効率のよいペレットボイラーがすえつけられ、これらと共に新しい産業と雇用が次々

と生まれているという。 

●●●●    オーストリアオーストリアオーストリアオーストリアのののの製材製材製材製材メーカーメーカーメーカーメーカー「「「「マイヤーメルンホフマイヤーメルンホフマイヤーメルンホフマイヤーメルンホフ」」」」社社社社では年間130立方メートルの木材の供給し、 

製材・加工からバイオマスまで手がけ、町では熱水パイプラインが通り、年間6万トンというペレッ 

ト工場も持ち、町では ペレットを快適に利用するオートメーションシステムが整っている。 

● 「「「「熱効率熱効率熱効率熱効率 90%90%90%90%をををを超超超超えるえるえるえるペレットボペレットボペレットボペレットボイラーイラーイラーイラー」」」」今ペレットボイラーの普及が急速に進みつつあり、 

これを軸にバイオマス周辺産業が地場で急速に発展し、多くの雇用も生まれている。 

● 森林伐採森林伐採森林伐採森林伐採とととと永続的永続的永続的永続的森資源森資源森資源森資源のののの管理管理管理管理  



「森林官と森林マイスター制度による徹底した森林保護･伐採の教育と林業実践」により、 

林業は「持続可能な豊かさ」を守る術として バランスの取れた森林の伐採と植林が進む。 

森林はオーストリア有数の外貨の稼ぎ手 木材関連産業で年間30～40億ユーロの貿易黒字 

となっている 

内陸国オーストリアでは、まだ エネルギー・電力を他国から輸入しているが、上記した木質バイオマスへの国を挙げ

ての取組で、その輸入量も減じる方向にすすみ、「エネルギー自給」目前だという。 

4444....    里山資本主義里山資本主義里山資本主義里山資本主義にににに基基基基づくづくづくづく地域循環型経済取組地域循環型経済取組地域循環型経済取組地域循環型経済取組のののの広広広広がりのがりのがりのがりの紹介紹介紹介紹介    

            地域地域地域地域のののの価値価値価値価値にににに気気気気づきづきづきづき    地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした活動活動活動活動がががが違違違違ったったったった価値価値価値価値をををを付付付付けけけけ、、、、広広広広がってゆくがってゆくがってゆくがってゆく    

                売売売売れるれるれるれる秘密秘密秘密秘密はははは「「「「原料原料原料原料をををを高高高高くくくく買買買買いいいい    人手人手人手人手をかけるをかけるをかけるをかける」」」」    そんなそんなそんなそんなオンリーワンオンリーワンオンリーワンオンリーワン価値価値価値価値もももも生生生生まれているまれているまれているまれているというというというという    

1. 山口県周防大島の地場産業の果樹農業を活かしたジャム園の経営    

   自分も地域も利益をあげる街に眠るアイデア・技術の掘り起こしによるオンリーワン化のジャム作り 

2. 高知県大豊町の真庭モデル導入の試み 

   高知県は地域収支を見ると林業は黒字なのに製材業は赤字。そしてエネルギーは圧倒的な赤。 

   これを改善する取り組みで地域を掘り起こす。 

3. 島根県の耕作放棄地を活用した放牧の取組   

食料自給率39%の日本にひろがる膨大な耕作放棄地 この方基地の活用 

ヨーロッパでは 整然と整備された草地が美しい田舎の景観を作っているのに、日本では雑草生い茂る 

荒地化が進む。この差はなぜか・・不思議でしたが、牛の放牧が勝手に荒地を草原に替えてくれることを数年 

前に知りました。 この島根県の取組も遊休地での自然放牧が新しい価値を生む。 

4. 島根県邑南町の移住女性による「耕すシェフ」レストラン。 

    外へ市場を求めず、地域で食す 楽しみが新しい価値を生む 

5. 鳥取県八頭町のホンモロコの養殖も耕作放棄地を活用した取組 

遊休地に里山にある水を引いて、商品価値のある「ホンモロコ」を育てる。 

5555....    まとめにまとめにまとめにまとめに変変変変えてえてえてえて        地域収支地域収支地域収支地域収支からからからから見見見見えるえるえるえる持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設持続自立型経済圏創設へのへのへのへの取組取組取組取組    

            新書新書新書新書「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」はこの後 下記のような項がつづいている。 

1. 里山資本主義の延長戦にある「無縁社会”の克服」取組み 

    2.  「スマートシティ」のシステム構築を検討する最先端プロジェクト 

         最先端の取組は里山資本主義の取組と驚くほど一致している    

3. 結び 里山資本主義の爽やかな風が吹き抜ける、2060年の日本 

私の一番興味のあった里山資本主義の実践活動の具体的な紹介もほぼ済んだので、今回はここで私の紹介の終わりにし

たい。ご興味のある方は ぜひ    「里山資本主義–日本経済は『安心の原理』で動く-」の本で。 

 

この本に書かれた内容は中央集権的「マネー資本主義」に警鐘を鳴らし続け、日本再生・地方再生の道を「自立経済圏

創生」であると説く内橋克人氏の経済論と同根・共通で、力強く地方再生の道を進む地域が具体的に示されている。 

右の図は「里山資本主

義」の本に掲載されてい

た都市圏と過疎地の地

域収支のグラフ。 

都市圏と地方とで、地域

収支の差が大きく、しか

も 地域自立にはエネ

ルギー・食料の収支改善 

そして強みとして農

業・漁業･林業など地場

産業の地域循環型産業



としての新しい取り込み展開視点が必要なことがよく分かる。 

これに 今直面している「医療」を加えれば、まさに 内橋勝人氏がいう食糧・エネルギー・介護を含めた人間関係の

自給圏を作り、これらを地域における新しい「基幹産業」に育てるCFE自給圏の創設そのもの。 

 

今までなにか始めても すぐ国や大企業など中央に飲み込まれてしまいそうで、地方自立の立ち行く道に懐疑的でした

が、具体的な実践取組みが始まり、また、インターネットに書かれている自立取組例の記事を色々読むと地方の行政が、

今までの取組とは別に この里山主義の実践取組に気づきはじめ、新しい取組が始まっていることも知りました。 

地産･地消さらに地方へ行って 観光･食事そして物産を買う楽しみにも。 

ちょっとですが、地域を眺める目が深まりました。 

地方が武器を持ち始めて新しい道を展開する。日本の先が明るく見えてくるにうれしい限り。 

 

新しい日本再生の鼓動がそれぞれの特質を生かし、地に足が着いたオープンな取組がいたるところで始まれば、それが

地方分権・地方再生そして東北再生への道へとつながってゆく。 

政治家の選挙戦で見る地方分権論とは違う草の根地方分権論でもあると。 

 

また、私の知る山深いたたらの里の取り組みが紹介され、それもこの里山主義が示す地域自立型経済圏として、 

たたら製鉄の遺産が紹介されていたのにもうれしくなって読みました。 

そんな新書  また、私の好きな内橋勝人氏の経済論に実践の道がついているのもうれしい。 

ぜひ一読を。 

                2013.8.25. from Kobe  by Mutsu Nakanishi   

 

   
        中国山地 たたら製鉄 鉄穴流しが作った棚田の景観     右の写真は牛が放牧された休耕田  
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【From Kobe 12月】収 録  

   日本の行く先がおもいやられる師走  

数が頼りの薄っぺらな社会からの脱出へ 若者たちへの思いが募る 

こんな思いを代弁して、神戸新聞 内橋克人氏ほかの評論にも 

 夏日まで飛び出す異常気象の中で迎える師走 なにか無力感ばかりがただよう12月のはじまり。 

気象ばかりでなく、世の中の動きまでもがおかしい昨今、 

日本はこれからどうなってゆくのだろうか・・・・。  

現実に蓋をして、強がりばかり言っても、相手は見向きもしてくれず、ばらまく金もいよいよ底をつく。 

想定外では済まされぬ激動の地球環境に国土はぼろぼろ。産業構造は大きく変化し、技術力も技術立国も昔の幻

影 国を支え、生産を担う若者の姿もまた幻影。急激に高齢化社会 そして格差社会が進行中。 

でも 不平不満の現実に眼をそらし、我が身を守ることに精一杯。 

「明日は我が身」におびえながらも、今を追う。付け焼刃の取り繕いの取組ではどうにもならぬ日本の現実。 

数が頼りの日本 政企業も官僚も日本の実態・現実をしっかり見定めよ。 

日本はこれから、今成長期を迎える国々とどのように組して行くのだろうか・・・・・ 

とはいえ ぶつぶつ言っても 所詮 こちらも 打つ手を持たぬ後期高齢者。 

成功体験 仲間意識にしがみついて「想定外」「付けを自己責任」と他人に付けを回して知らぬ顔 そんな老害

リーダーに興味なし。若者たちの新しい国づくに託して、若者たちに託す。 

11月29日神戸新聞 「針路21」欄に誰にも言えぬそんな思いをすかっと切りだす内橋克人氏の評論が掲載避

けているので、 From Kobe  毎月のぶつぶつに変えて。ご紹介。 

皆様には どううつるでしょうか・・・ 

来年は新しい若者の時代元年に舵を切ってほしい。 

老害者たちは早くリタイヤせよとひとりぶつぶつ。 

   

ご興味くだされば、上記内橋克人氏の評論 下記サイトにありますので 拡大してご覧ください。 

 URL: http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812uchihashi.pdf 

睦夫
スタンプ

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812uchihashi.pdf


  2018年12月11日 神戸新聞 文化欄 書籍紹介 本谷有希子新著「静かに ねえ 静かに、」 

        空虚な言葉が氾濫する社会 今を感じる違和感を作品に 

 

ご興味くだされば、上記の記事 記サイトにもありますので 拡大してご覧ください。 

 URL: http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812motoya.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018mutsu/fkobe1812motoya.pdf



